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広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号２
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常陸大宮市長
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号３
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常陸大宮市議会議長

駒　田　　　強
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号４

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
食
育
」
と
い
う

言
葉
。
法
律
が
で
き
る
く
ら
い
私
た
ち
に

と
っ
て
重
要
な
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
『
食
育
っ
て
？
』

『
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
』
と
思
っ
て
い

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
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�

　

食
育
と
は
、

・
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知

育
、
徳
育
及
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ

き
も
の

・
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す

る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習

得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
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�
�
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�
	


�
�



　

私
た
ち
の
食
生
活
は
、
栄
養
の
偏
り
や

食
習
慣
の
乱
れ
、
家
族
と
食
卓
を
囲
む
機

会
の
減
少
な
ど
、
改
善
す
べ
き
多
く
の
課

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
食

べ
物
が
い
つ
で
も
す
き
な
時
に
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
食
の
大
切
さ

を
感
じ
る
機
会
や
優
れ
た
食
文
化
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
食
料
自
給
率
が
低
迷
す
る
一
方

で
、
食
品
の
安
全
・
安
心
へ
の
関
心
が
大

い
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
食
を
め
ぐ
る
様
々
な
問

題
解
決
を
図
る
た
め
、
常
陸
大
宮
市
で
も

食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号５

　市では、毎年小学生を対象として、生活習慣病予防教室を実施しています。
　その中で、普段の食生活についてアンケートを行い、４０６人から回答をいただきました。
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大宮幼稚園の親子クッキング



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号６

　グラフを見ても分かるように、男女ともに肥
満傾向の児童が増えています。
　子どもの肥満が増えたのは、外食やファース
トフードを食べる機会が増えたこと、野菜不
足、油っこい食事、おやつの食べすぎ、運動不
足などが主な原因です。
　子どものころから太り過ぎないよう運動習慣
も身につけ、肥満を予防しましょう。
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　病気があると、お薬を飲むことが治療だと思われるかもしれませ
ん。しかし、お薬よりも食事療法のほうが大切で効果的な病気も少
なくありません。病気にならないようにする食事、病気になったと
きの食事について考えてみましょう。
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　医食同源という言葉があります。「医」つまり病院で使
う薬は多すぎれば毒になり、少なすぎれば何の役にも立
ちません。食事も、適量をバランスよく摂ることが大切
です。病気の方が医療機関で診察を受けるのはせいぜい
月に１、２回です。より健康になるよう毎日の食事を見
直してみましょう。



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号７

　最近、「民事提訴通知書」「民事訴訟最終通
告書」など、法律事務所や弁護士名・公的機
関のような名称で、まったく身に覚えがない
のに「通信販売などの未納金があるので裁判
に訴える」といった内容の架空請求が増えて
いますので注意しましょう。はがきの他、封
書、電子メールで届く場合もあります。
　「裁判所が許可、回収員が自宅へ」「勤務先
を調査」「給料・財産の差押え」など不安を
あおるような文面で書かれていることもあり
ます。
　「詳しい内容の問い合わせについてはご連
絡ください」などと書いてあり、電話をかけ
ると個人情報を聞きだされたうえ、「和解金」
や「裁判取下料」などを請求されます。
　「民事訴訟最終通告書」など利用内容の根拠
も不明で、請求金額も書いてありません。内
容も脅しにとれる文面になっています。

《問い合わせ先》
茨城県消費生活センター �０２９－２２４－４７２２
常陸大宮市消費生活センター（本庁商工観光課内）
 �５２－２１８５（直通）

　国民年金は、やがて訪れる長い老後や、生活の安定を
損なうような「万が一」の事態に備え、保険料を出し合
い、お互いを支え合う制度です。
　２０歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをし
ましょう！

　社会保険事務所から手続きを案内する書類が送られ
ますので、加入届等に記入して市役所本庁または各総
合支所で手続きをしてください。
　後日送付される年金手帳は、大切に保管してください。
　なお、すでに厚生年金保険等に加入している方は、
手続きは不要です。

　毎月の保険料は、１万４，１００円（平成１９年度）です。
納付するのが困難な場合は、保険料免除制度がありま
すのでご相談ください。

《老齢基礎年金》
　年額７９２，１００円（満額）
　２０歳から６０歳までの４０年間、全期間保険料を納付され
た方は、６５歳から満額の老齢基礎年金が支給されます。
　また、老齢基礎年金を受給するためには、保険料を

納めた期間と保険料を免除された期間が最低２５年（３００
月）あることが必要です。
《障害基礎年金》
　年額９９０，１００円（１級）
　年額７９２，１００円（２級）
　国民年金に加入中の病気やケガにより、一定の障害
の状態にある間は障害基礎年金が支給されます。
《遺族基礎年金》
　年額１，０２０，０００円（子どもが１人いる妻の場合）
　国民年金に加入中の方が亡くなった時、その方に生
計を維持されていた「１８歳未満の子のある妻」または
「１８歳未満の子」に支給されます。
＊年金年額は、平成１９年度の金額です。
＊障害基礎年金や遺族基礎年金を受けるためには、障
害や死亡といった事故が発生するまでの公的年金の
加入期間の２／３以上の期間について保険料が納付
または免除されていること、もしくは初診日または
死亡された日の属する月の前々月までの１年間に未
納がないことが必要です。

� 問い合わせ先 �
本庁医療保険課　�５２－１１１１内線１６３
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号８

市
長
提
出
議
案

条　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
宅
地
分
譲
条
例

○
常
陸
大
宮
市
営
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
大
宮
ふ
れ
あ
い
農
園
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
御
前
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会

市
議
会
定
例
会

　

平
成　

年
第
４
回
常
陸
大
宮
市
議
会

１９

定
例
会
が
、　

月
５
日
か
ら　

日
ま
で

１２

２０

　

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１６
　

こ
の
定
例
会
に
は
、
議
員
提
出
の
も

の
を
含
む
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

○
常
陸
大
宮
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
神
奉
地
集
会
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
お
お
み
や
広
域
聖
苑

指
定
管
理
者
と
す
る
相
手
方

有
限
会
社　

茨
城
み
ど
り
サ
ー
ビ
ス

（
鷹
巣
２
２
５
９
―
１
）

▼
常
陸
大
宮
市
御
前
山
青
少
年
旅
行
村

▼
常
陸
大
宮
市
三
王
山
自
然
公
園

指
定
管
理
者
と
す
る
相
手
方

有
限
会
社　

ヨ
シ
カ
ワ
ク
リ
エ
イ
ト

（
高
部
３
７
３
４
―
２
）

平
成　

年
度
補
正
予
算

19

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

○
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

○
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

○
常
陸
大
宮
市
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
） 

人
事
案
件

敬
称
略

○
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

・
帯
刀　
　

治
（
水
戸
市
）

・
後
藤　

直
樹
（
常
陸
太
田
市
）

・
大
内　
　

勉
（
根
本
）

・
軍
司　
　

弘
（
野
口
）

・
高
槌　

和
哉
（
上
町
）

・
海
老
根
建
一
（
岩
崎
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

・
鈴
木　

泰
全
（
山
方
）

○
教
育
委
員
会
委
員

・
坂
本　

忠
夫
（
富
岡
）

議
員
提
出
議
案

○
常
陸
大
宮
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
行
財
政
改
革
に
関
す
る
意
見
書

○
行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別
委
員
会
設
置

に
関
す
る
決
議

○
道
路
整
備
の
推
進
と
財
源
確
保
に
関
す
る

意
見
書

○
Ｂ
Ｓ
Ｅ
全
頭
検
査
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
そ
の
他

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

三
次
副
市
長
退
任

坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂
本本本本本本本本本本本本
忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠
夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫

坂
本
忠
夫　
教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育
長長長長長長長長長長長長
をををををををををををを
再再再再再再再再再再再再
任任任任任任任任任任任任

教
育
長
を
再
任

　

坂
本
忠
夫
教
育
長

（
富
岡
）
は
、　

月　
１２

２４

日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
り
、
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
４
年
、
平
成　

年
ま
で
と
な
り

２３

ま
す
。

　

三
次
真
一
郎
氏
が
、　

月　

日
付
け
で
常

１１

１３

陸
大
宮
市
副
市
長
を
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

《奨学基金へ寄付》《常陸大宮市へ寄付》

水戸ヤクルト販売株式会社
乳児体重計　１台
玩具一式　　　　

大津喜代志遺族一同
代表　大津　秀穂
金1,000,000円

順不同・敬称略�������	�������	�������	�������	



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号９
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　常陸大宮市ネットワーカー協議会ヤッホーふれあ
いの会では、毎月シートベルト着用調査をJR山方
宿駅前で実施しています。

◎10～12月調査分

合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率％着 用 数台 数着用率％着 用 数台 数着用率％着 用 数台 数

95.223825073.9172397.422122710月１日

93.221923591.3212393.419821211月１日

90.218420485.7242890.916017612月３日

������������������������������������������������������������������������������������												
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12月からの年末　12月からの年末

の交通事故防止県民の交通事故防止県民
運動期間に合わせ運動期間に合わせ
て、市内各地で街頭て、市内各地で街頭
キャンペーンが実施キャンペーンが実施
されました。されました。

　

大
宮
地
域
で
は
、　

月
１
日
、
国
道
１
１

１２

８
号
ジ
ャ
ス
コ
常
陸
大
宮
店
駐
車
場
東
側
に

お
い
て
、
矢
数
市
長
、
大
宮
警
察
署
長
を
は

じ
め
署
員
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
大
宮

支
部
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
母
の
会
、
大
宮

地
区
防
犯
協
会
、
大
宮
防
犯
連
絡
協
議
会
、

そ
の
他
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
吉
田
有
希
ち
ゃ
ん
が
殺
害

さ
れ
て
２
年
が
経
つ
こ
と
に
伴
い
、
情
報
提

供
を
呼
び
か
け
る
「
特
別
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
実
施
。
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け
て
、

事
件
に
関
す
る
情
報
提
供
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

山
方
地
域
で
は
、　

月
４
日
、
国
道
１
１

１２

８
号
線
山
方
地
内
に
お
い
て
、
大
宮
地
区
交

通
安
全
協
会
山
方
支
部
、
山
方
地
区
交
通
安

全
母
の
会
、
茨
城
県
地
域
交
通
安
全
活
動
推

進
委
員
、
常
陸
大
宮
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
協

議
会
が
参
加
し
、
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に

安
全
運
転
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
和
地
域
で
は
、　

月
４
日
、
交
通
安
全

１２

推
進
員
に
よ
り
、
自
転
車
で
通
学
す
る
美
和

中
学
生
に

対
し
、
自

転
車
の
安

全
を
呼
び

か
け
る
パ

ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布

を
行
い
ま

し
た
。 

　

ま
た
、　

月
５
日
に
は
、
道
の
駅
み
わ
前

１２

に
て
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
美
和
支

部
、
美
和
地
区
交
通
安
全
母
の
会
、
美
和
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
警
察
署
の
協
力
を
得
て

チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
、
安
全
運
転
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

緒
川
地
域
で
は
、　

月　

日
、
国
道
２
９

１１

３０

３
号
上
小
瀬
Ｔ
字
路
に
お
い
て
、
大
宮
地
区

交
通
安
全
協
会
緒
川
支
部
に
よ
り
、
街
頭
立

哨
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緒
川
中
学
校
入
口
に
お
い
て
、
茨

城
県
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
、
大
宮

地
区
交
通
安
全
協
会
緒
川
支
部
に
よ
り
、
中

学
生
を
対
象
に
自

転
車
安
全
利
用
五

則
啓
発
チ
ラ
シ
の

配
布
を
行
な
い
、

交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
　

月　

日
に

１２

１０

は
、
国
道
２
９
３

号
か
ざ
ぐ
る
ま
前
に
て
、
緒
川
地
区
交
通
安

全
母
の
会
や
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
が

参
加
し
、
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
な
が

ら
、
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
飲
酒
運
転
の

追
放
や
安
全
運
転

の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

▲美和地域

▲山方地域

▲大宮地域



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号１０
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月
２
日
、
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

１２
「
か
が
や
き
」、
お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
が
や
き
内
で
は
、
保
健
衛
生
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
美
和
太
鼓
に
よ
る
演
奏
、
腹
話
術
、
健

康
劇
、
健
康
ク
イ
ズ
な
ど
新
た
な
出
し
物
も

加
わ
り
、
参
加
者
は
、
出
演
者
と
一
体
と

な
っ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
バ

ザ
ー
、
模
擬
店
、
も
ち
つ
き
、
身
障
者
福
祉

会
に
よ
る
甘
酒
の
配
布
、
下
町
そ
ば
愛
好
会

に
よ
る
手
打
ち
そ
ば
の
販
売
、
か
が
や
き
内

で
は
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ア
イ

ロ
ン
ビ
ー
ズ
や
屋
上
の
足
つ
ぼ
健
康
コ
ー

ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
で
は
生
活
習
慣
病
予
防

に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
や
県
歯
科
医
師
会

の
協
力
に
よ
り
歯
科
相
談
を
行
う
な
ど
、
師

走
の
穏
や
か
な
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、

昨
年
を
上
回
る

た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
、
各

コ
ー
ナ
ー
と
も

大
盛
況
で
し
た
。

　
　

月
１
日
、
茨
城
大
学
人
文
学
部
と
常
陸

１２
大
宮
市
と
の
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、「
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
〜
私
た
ち
の

地
域
づ
く
り
活
動
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
山
方
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
茨
城
大
学
人
文
学

部
教
授
、
地
場
産
品
製
造
者
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
団
体
等
の
方
　々

人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

１１

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

茨
城
大
学
人
文
学
部
准
教
授 
西
野
由
希

子
先
生
の
進
行
に
よ
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
地

域
に
お
け
る
活
動
状
況
や
、
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
な
ど
、
様
々

な
意
見
が
飛
び
交
い
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
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月　

日
、
大
宮
西
小
学
校
に
お
い
て
学

１２

１０

童
保
育
施
設
の
開
所
式
が
行
わ
れ
、
矢
数
市

長
を
は
じ
め
、
駒
田
市
議
会
議
長
、
坂
本
教

育
長
、
区
長
さ
ん
の
ほ
か
、
学
童
保
育
の
児

童　

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

４４

　

学
童
保
育
施
設
は
、
西
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

内
に
建
設
さ
れ
、
定
員
は　

人
。
保
護
者
が

６０

就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
１
年
生

か
ら
３
年
生
を
対
象
に
、
放
課
後
の
安
心
安

全
な
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　

児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
６
人
の
専
任
の

指
導
員
が
放
課
後
か
ら
午
後
７
時
ま
で
預
か

り
、
児
童
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
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人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
、　

月　

日
、
山
方
小
学
校

１２

１１

で
、
常
陸
大
宮
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
野
澤
知
行
会
長
）
の
主
催
に
よ
り
、
人
権
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
泰
全
人
権
擁
護
委
員
が
講
師
と
な

り
、
山
方
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、

い
じ
め
を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
視
聴
し
、
そ
の
感
想
を
も

と
に
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
栃
木
県
那
須
塩
原
市
『
塩
原

１１

１１

渓
谷
』に
お
い
て
、
美
和
地
域
体
育
協
会（
坂

井
勇
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
第　

回
美
和
歩

２８

く
会
」
が
開
催
さ
れ
、
１
５
１
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
（
坂
井
勇
会
長
）
も
加
わ
っ
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気

と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

紅
葉
の
渓
谷
を

望
み
、
最
後
は

足
湯
に
浸
か
り

健
康
づ
く
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま

し
た
。
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月　

日
か
ら　

日
、
１
月
８
日
か
ら　

１２

２３

２５

１１

日
の
間
、
姥
賀
町
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
土
曜

ド
ラ
マ
「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」
の
ロ
ケ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
に
は
、
市
内
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
。　

年
代
の
設
定

７０

で
、
デ
モ
行
進
や
試
乗
会
に
や
っ
て
く
る

シ
ー
ン
な
ど
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
の
放

送
は
、
４
月
か
ら
６

月
頃
の
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
知
り
合
い

の
方
が
登
場
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
　

月
８
日
、
県
内
各
地
に
お
い
て
地
域
活

１２
動
を
実
践
し
、
県
民
運
動
の
普
及
に
努
め
て

い
る
「
大
好
き 
い
ば
ら
き
県
民
運
動
地
域
推

進
員
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
）」
な
ど
が
、
地
域

の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
自
身

に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と

と
も
に
、
各
種
地
域
活
動
団
体
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
活
動
推
進
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
緒
川
地
域
で
花
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
実
践
し
て
い
る
お
が
わ
花
の
会
（
小

瀬
梅
子
代
表
）
ほ
か
２
団
体
に
よ
る
活
動
事

例
発
表
の
ほ
か
、
郷
土
芸
能
発
表
と
し
て
、

常
陸
太
田
市
出
身
の
民
謡
歌
手
會
澤
あ
ゆ
み

さ
ん
に
よ
る
磯
節
の
披
露
や
他
県
か
ら
茨
城
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県
内
に
移
り
住
ん
だ
方
に
よ
る
方
言
ス
ピ
ー

チ（
出
身
地
の
言
葉
で
茨
城
に
つ
い
て
語
る
）

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
市
か
ら
も
、
秋
田

県
出
身
の
高
沢
ハ
ル
ノ
さ
ん
が
出
演
し
、
秋

田
弁
で
民
謡
を
披
露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に

は
、
参
加
者
全
員

で
童
謡
「
ふ
る
さ

と
」を
合
唱
し
て
、

よ
り
よ
い
地
域
づ

く
り
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
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月
８
日
、
県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
第

１２
５
回
茨
城
県
中
学
生
・
高
校
生
に
よ
る
「
体

験
学
習
」
発
表
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
連

携
中
学
校
（
美
和
中
・
緒
川
中
・
御
前
山
中
）

が
中
学
生
の
部
で
み
ご
と
県
教
育
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
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月　

日
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
連
絡
協
議

１１

２１

会
の
受
賞
式
が
、
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
（
東
京
都
）
に
お
い
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
、

塩
田
小
学
校
が
団
体
賞
に
、
ま
た
、
個
人
で

は
、
柴
田
雅
則
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

柴
田
さ
ん
は
、
現
在
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互

助
会
副
理
事
長
の
職
に
あ
り
、
塩
田
小
学
校

の
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
等
の
重
職
も

歴
任
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
団

体
、
個
人
と
も

に
ダ
ブ
ル
受
賞

と
な
り
、
地
域

を
あ
げ
て
喜
ん

で
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
市
か
ら
示
さ
れ
た

「
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・
快
適
な
活

力
の
ま
ち
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
、
連

携
中
学
校
に
お
け
る
地
域
の
問
題
点
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
小
瀬
高
校
の
協
力
を
得
て
、

地
域
の
様
子
、
高
齢
者
の
福
祉
、
介
護
の
仕

方
の
３
点
を
中
心
に
研
究
を
進
め
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

御
前
山
中
学
校
の
綿
引
先
生
を
中
心
に
各

学
校
の
先
生
方
の
ご
指
導
の
下
、
何
回
も
リ

ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
、
中
学
校　

校
・
高

１２

校　

校
の
代
表
校
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

１２

　11月25日、諸沢駐在所の今村巡査夫妻が、諸沢
地区の子どもたちに声をかけ、駐在所にあるクリス
マスツリーの飾りつけを行いました。
　高さ２ｍほどのツリーに、ご夫妻が用意した飾り
に歓声をあげながら、子ども達は楽しんで飾りつけ
をしました。
　今村巡査は、今年赴任してきたばかりで、諸沢地
区が好きで早く地域の方と親しくなりたいと、ク
ロッケー場などにも来てくれるので、お年寄りの方
たちも来てくれるのを楽しみにしているようです。
　駐在所のツリーは、優
しく照らしてくれていま
した。

●広報協力員レポート●
相沢　洋子さん（諸沢）

　みんなで楽しく
クリスマスツリーの飾りつけ　
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月　

日
、「
人
が
作
る
森
林
（
も
り
）

１０

２７

の
未
来 
森
林（
も
り
）が
作
る
人
の
未
来
」を

テ
ー
マ
と
し
て
、
茨
城
県
植
物
園
に
お
い
て

「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
市
内
の
方
々
も
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

敬
称
略

〈
茨
城
県
林
業
コ
ン
ク
ー
ル
〉

 

◎
林
業
経
営
部
門

 
 

最
優
秀 

本
橋　

義
勝
（
小
舟
）

 

◎
造
林
部
門

 
 
 
優

秀 

大
森　

文
雄
（
久
隆
）

 

◎
間
伐
部
門
（
優
良
材
生
産
の
部
）

 
 
 
優

秀 

木
村　

重
雄
（
盛
金
）

 
 
 
優

良 

川
野　
　

基
（
鷲
子
）

 

◎
間
伐
部
門
（
森
林
機
能
保
全
の
部
）

 
 
 
優

良 

本
橋
百
合
子
（
小
舟
）

〈
し
い
た
け
管
理
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
〉

 
 
 
優

良 

佐
藤　

文
夫
（
長
田
）

〈
児
童
生
徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
〉

 
 

茨
城
県
知
事
賞

 
 
 

 

高
畠　

拓
人
（
八
里
小
）

〈
山
火
事
予
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
〉

 
 
 
佳

作 

菊
池　

愛
里
（
第
一
中
）

 
 
 

〃
 

星
野
由
季
菜
（
第
一
中
）
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月　

日
、
常
陽
藝
文
セ
ン
タ
ー
に
お
い

１１

２９

て
、
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
運
動
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
第　

回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ

３５

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
、
１
２
０
７
の
団

体
、
学
校
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
、

６
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
賞

寿
会
（
美
和
地
域
）

県
議
会
議
長
賞

や
ま
び
こ
厚
生
園
（
緒
川
地
域
）

茨
城
新
聞
社
長
賞下

郷
高
砂
会
（
緒
川
地
域
）

上
野
小
学
校
（
大
宮
地
域
）

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
理
事
長
賞

睦
会
（
美
和
地
域
）

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
会
長
賞

上
野
小
学
校
（
大
宮
地
域
）

平
成　

年
度
感
謝
状
贈
呈
団
体
・
学
校

１９

世
喜
小
学
校
（
大
宮
地
域
）

＊
寿
会
の
花
壇
は
、
５
年
間
県
の
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
さ
れ
ま
す
。
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月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
横
浜
赤
レ
ン

１１

１４

１８

ガ
倉
庫
に
お
い
て
、
第
１
回
レ
カ
ン
フ
ラ

ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
椎
名
み
な
子

さ
ん
（
小
貫
）
が
県
産
品
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
作
品
で
み
ご
と
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
て
い
た
ネ
イ

チ
ャ
ー
プ
リ
ン
ト
（
植
物
を
用
い
た
生
活
雑

貨
や
服
飾
品
）
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
出
品
し
、

佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
…
フ
ラ
ン
ス
語
の
宝
石
箱
を
意

味
す
る
「L

'e
c
rin

」
と
英
語
で
花
を
意
味
す
る

「F
lo
w
e
r

」
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
造
語
で
す
。

＊
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
や
押
し
花
な
ど
、
い
つ
で
も
教

え
て
い
た
だ
け
る
そ
う
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

�
　

－

２
３
４
１
（
ホ
テ
ル
鮎
亭
）
ま
で
。

５７

▲寿会の花壇

▲優秀賞　「生命」

　先月号に引き続き、今月は、市食生活改善推進員連絡協議会
主催の料理コンクールで優秀賞に選ばれた高村君江さん（山方
支部）の「どんぐりコロコロ」をご紹介します。

�材料（4人分） �
肉 だ ね ごぼう 200ｇ 鶏ひき肉 200ｇ
 玉ねぎ 小1個 人参 50ｇ
 ごま油 小さじ１ しいたけ （中） 8枚
 白ごま 小さじ２ 小麦粉 少々
 揚げ油 40cc 水溶き片栗粉 小さじ２
 Ａ：卵 1個 酒 大さじ２
 　　生姜汁 小さじ１ 塩・こしょう 少々
 Ｂ：しょうゆ 大さじ１ 砂糖 小さじ２
 　　みりん 大さじ１ 酒 大さじ１
付け合せ 水菜、飾り人参、レタス、ごぼうと人参のピクルスなど

�作り方�
①しいたけは、軸を落とす。
②肉だねのごぼうをみじん切りにし、酢を少々入れた水につける。（ささ
がき50ｇもつくる。）玉ねぎ、人参もみじん切りにする。
③フライパンでごま油を熱し②をしんなりするまで炒め、冷ましておく。
④鶏ひき肉を③に入れ、Aを加えてよく混ぜ合わせ、２等分にする。
⑤しいたけのかさの内側に小麦粉を薄くふり、④の半分の具をつめ、白ご
まをまぶす。残り半分の具は、やや小さめに丸め、ごぼうのささがきを
つけ、小麦粉を薄く振り、白ごまをまぶし、中温の油でしっかり揚げる。
⑥フライパンにBを入れてひと煮たちさせ、水溶き片栗粉でとろみをつ
け、盛り付け時にかける。
⑦付け合わせに季節の野菜等を飾りできあがり。
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―　料理コンクール　―
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月　

日
、
図
書
情
報
館
で
た
こ
作
り
教

１２

２６

室
が
行
わ
れ
、
市
内
か
ら　

人
の
小
学
生
が

５０

参
加
し
、
第
一
中
学
校
の
飛
田
隆
久
先
生
と

創
作
部
部
員
６
人
の
指
導
に
よ
り
、
２
本
骨

の
ビ
ニ
ー
ル
製
の
た
こ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
赤
や
黄
色
な
ど
の
カ
ラ
フ

ル
な
ビ
ニ
ー
ル
と
竹
ひ
ご
を
手
に
、
真
剣
な

表
情
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
、
自

分
で
作
っ
た
た
こ

を
元
気
に
ロ
ゼ

ホ
ー
ル
前
広
場
で

あ
げ
て
い
ま
し
た
。
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５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
和
牛
の
祭
典
で

あ
る
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
が
、
鳥
取

県
米
子
市
で　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
４

１０

１１

１４

日
間
行
わ
れ
、
茨
城
県
代
表
と
し
て
小
林
伯

さ
ん
（
小
場
）
の
「
み
や
き
た
号
」
が
種
牛

の
部
に
出
場
し
、
み
ご
と
１
等
を
受
賞
し
ま

し
た
。

������

　１１月１８日、プレ国民文化祭・茨城県芸術
祭 吟  詠  剣  詩  舞 道大会が常陸大宮市文化セン

ぎん えい けん し ぶ

ターで開催され、県内の吟詠剣詩舞愛好者
の方々、総勢約１， ０００人が 合  吟 コンクール

ごう ぎん

や大合吟、企画構成吟「蒙古の 砂  塵 」に出
さ じん

演しました。
　今大会のオープニングでは、大場小学校
児童全員による合吟「弘道館に梅花を賞す」
を披露しましたが、来年の国民文化祭いばらき２００８全国吟詠剣詩舞道祭では、合吟に合わせて扇子を使って
舞う「 詩  舞 」も披露します。練習を重ね、さらにすばらしい吟舞を披露してくれることでしょう。

し ぶ

　また、１２月８日には、第３回青少年をたたえる市民のつどいが常陸大宮市文化センターで開催され、その
アトラクションに塩田小学校児童による子ども歌舞伎「 子  宝  三  番 

こ だから さん ば

 叟 」と「白浪五人男」の公演がありました。
そう

　「子宝三番叟」は公演の最初を飾るめでたい曲。「白浪五人男」
は５人の盗賊の物語。どちらの演目も美しい着物を身にまとい、
練習を重ねた美しく迫力のある演技と 謡 を披露し、来客者を魅了

うた

していました。国民文化祭・いばらき２００８西塩子の回り舞台でも
すばらしい演技を披露してくれることでしょう。

�問い合わせ先���　教育委員会生涯学習課国民文化祭推進室　� 52－1111　内線344
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　12月９日、上小瀬にある立野神社で、毎
年恒例の 注  連  縄 と門松作りが行われ、総代

し め なわ

と護持会の方35人が奉仕にあたりました。
　出来上がった門松は、神社正面と社務所
玄関に飾られ、約７ｍの大注連縄は、ロー
プで引き上げながら一番大きな一の鳥居に
飾られました。
　奉仕者の一人は「今後は、地域文化を伝
承していく上でも、若い人に伝えていく必
要がある」と話していました。

国民文化祭・いばらき2008ホームページ　  http://www.kokubun2008.pref.ibaraki.jp/
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　糖尿病等の生活習慣病、とりわけメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の該当者・予備群
を減少させるため、保健指導を必要とする方を的確に抽出するための健診項目が加わります。
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　新しい特定健診では、健診後の保健指導体制を充実し、より必要としている人が支援を受けられるような仕組
みをつくっていきます。具体的には、一般的な食・運動を押しつけるのではなく、一人一人にあった目標を立て、
実践できるようなアドバイスを行っていきます。
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号１５
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Ａ．茨城県の一人当たりの平均保険料は６９，３５５円です。
　　計算方法としては次のようになります。
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Ａ．後期高齢者医療制度の保険料につきましては、介護保険と同様に原則として年金からの天引きとなります
（特別徴収）。ただし、次の条件に該当する方は、お住まいの市町村からお送りする納付書による納付となり
ます（普通徴収）。
・年金の年額が１８万円未満の方
・後期高齢者医療制度の保険料と介護保険料の合計額が、年金額の２分の１を超える方
・年度途中で後期高齢者医療制度に加入された方

�������	
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Ａ．世帯の所得に応じて均等割の７割、５割、２割が軽減されます。また、今まで被用者保険の被扶養者として
保険料を負担していなかった方については、資格を得た月から２年間、保険料は均等割のみとなり、その５
割が軽減されます。さらに、被用者保険の被扶養者の方は、平成２０年度に限り次の措置があります。
・平成２０年４月から９月までの半年間は、保険料をいただきません。
・平成２０年１０月から平成２１年３月までの半年間は、均等割の９割が軽減されます。
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Ａ．茨城県内での転居では保険料は変わりませんが、他の都道府県へ転出した場合には、その都道府県での保険
料になります。

　平成２０年４月１日から７５歳以上の方（６５歳以上の一定の障害を有する方で広域連合が認定した方を含みます。）を対
象とする後期高齢者医療制度が始まります。現在加入されている国民健康保険や被用者保険（※）などの医療保険から脱
退して後期高齢者医療制度へ加入することになるので、保険料の二重のご負担はありません。
　※被用者保険とは、政府管掌健康保険、組合管掌健康保険、船員保険及び共済組合等の公的医療保険の総称です。
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号１６

☆順不同・敬称略　
　

月　

日
、
美
和
地
域
で
は
、
今
年
最

１１

２０

後
の
大
会
と
も
あ
っ
て
、
７
チ
ー
ム　

人
８０

の
参
加
者
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
試
合
も
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
会
場
全
体
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

優　

勝　

鷲
子
チ
ー
ム

準
優
勝　

細
谷
チ
ー
ム

第
３
位　

下
檜
沢
チ
ー
ム

　

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟（
中
村
稔
会
長
）

主
催
に
よ
り
、　

月　

日
、
西
部
総
合
公

１１

２５

園
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

チ
ー
ム

１１

が
参
加
し
ま
し
た
。

優　

勝　

B
L
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

大
宮
ユ
ア
ー
ズ

第
３
位　

泉
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

大
場
V
C

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　
　

月
８
日
、
那
珂
市
の
笠
松
運
動
公
園

１２
陸
上
競
技
場
を
中
心
と
す
る
周
回
コ
ー
ス

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
町
村
の
部
（
７
区
間　
２１

�
）
に　

チ
ー
ム
、
ク
ラ
ブ
の
部
（　

�
）

２６

１５

に　

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
健
脚
を
競

２２
い
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
も
市
町
村
の
部
に
常
陸
大
宮

市
チ
ー
ム
、
ク
ラ
ブ
の
部
に
大
場
体
協
及
び

走
破
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

　
　

月
２
日
、
県
立
大
子
広
域
公
園
内
の

１２
特
設
周
回
コ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
も
多
数
の
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
低
学
年
男
子
の
部
で
大
宮
サ
ッ
カ
ー
A

チ
ー
ム
が
優
勝
、
低
学
年
女
子
の
部
で
小

瀬
バ
レ
ー
C
チ
ー
ム
が
優
勝
、
高
学
年
男
子

の
部
で
大
宮
サ
ッ
カ
ー
A
チ
ー
ム
が
優
勝
、

大
宮
サ
ッ
カ
ー
C
チ
ー
ム
が
第
３
位
、
高
学

年
女
子
の
部
で
大
宮
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
B
チ
ー

ム
が
第
３
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　

市
教
育
委
員
会
主
催
の
体
操
・
新
体
操

教
室
が
、　

月　

日
か
ら　

月　

日
の
間

１０

１０

１２

１２

の
各
全
８
回
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
操
教
室
に
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生

　

人
が
、
新
体
操
教
室
に
は
市
内
の
幼

３０児
・
小
学
生　

人
が
参
加
し
、
皆
さ
ん
真

５９

剣
に
、
ま
た
楽
し
く
指
導
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

��

��

�
�
�
�
�
�
�
	

��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�	

▲優勝したBLクラブの皆さん

▲常陸大宮チームの皆さん
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▲体操教室の皆さん

▲新体操教室（小学生）の皆さん ▲新体操教室（幼児）の皆さん

▲常陸大宮リトルリーグの皆さん
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～お詫びと訂正～

　「広報常陸大宮１２月号」１８ページ中の第
６回ママさんバレーボール大会の開催日
が１０月４日となっていましたが、正しく
は１１月４日の誤りでした。
　お詫びして訂正いたします。



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号１７

　
　

月
２
日
、
市
剣
道
連
盟
（
佐
藤
和
男

１２
会
長
）
主
催
に
よ
り
、
西
部
総
合
公
園
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生　

団
体
の
部

①
大
宮
尚
武
館
Ａ

②
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

③
緒
川
剣
道
教
室
B
／
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
Ｃ

中
学
生　

団
体
の
部

①
山
方
中
学
校
D

②
緒
川
中
学
校
A

③
大
宮
中
学
校
A
／
第
二
中
学
校
A

４
年
生
以
下　

個
人
の
部

①
益
子　

健
太（
大
宮
尚
武
館
）

②
豊
原
慎
太
郎（
緒
川
剣
道
教
室
）

③
和
田　

択
巳（
大
宮
正
念
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　

茅
根　

悠
起（
大
宮
正
念
剣
道
ク
ラ
ブ
）

５
・
６
年
男
子　

個
人
の
部

①
永
田　

周
大（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

②
舟
木　

良
太（
御
前
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

③
益
子　

昇
太（
大
宮
尚
武
館
）

　

沼
田　

和
樹（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

５
・
６
年
女
子　

個
人
の
部

①
市
野
沢
笑
加（
上
野
剣
道
ク
ラ
ブ
）

②
桐
原　

文
華（
は
ま
い
ば
剣
士
会
）

③
飯
嶋　

詩
織（
上
野
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　

薗
部　

美
咲（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

中
学
生
男
子　

個
人
の
部

①
大
森　

悠
資（
山
方
中
）

②
小
野
瀬
仁
史（
山
方
中
）

③
大
森　

翔
太（
山
方
中
）

　

佐
藤　
　

崇（
大
宮
中
）

中
学
生
女
子　

個
人
の
部

①
小
泉　

祐
佳（
第
二
中
）

②
小
野　

夏
子（
第
二
中
）

③
内
田　

美
咲（
緒
川
中
）

　

栗
田　
　

陽（
大
宮
中
）

高
校
・
一
般
の
部

①
吉
澤　

和
美

②
猿
田　

一
也

③
長
岡　

正
宏

　

小
寺
隆
一
郎

�
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�
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１２月９日、西部総合公園体育館において、市空手道
連盟（小又好弌会長）主催により開催されました。

（大宮）：糸東会大宮支部　（緒川）：糸東会緒川支部　（美和）：糸東会美和支部　（御前山）：糸東会御前山支部　（志空）：協会大宮支部（志空館）　（霞空）：協会山方支部（霞空塾）

【形の部】
○幼児の部（共通）
①小森菜那（緒川）②佐藤慶典（大宮）③海老根祐輝（霞空）
○小学１年生の部
①鈴木　蓮（美和）②大森優里花（美和）③片岡隼人（志空）
　敢闘賞　笹山健斗（大宮）
○小学２年生の部
①石�晃太（緒川）②野上莉那（大宮）③小森聖奈（大宮）
　敢闘賞　大貫早希（緒川）
○小学３年生の部
①石�勇真（緒川）②佐藤憲伸（緒川）③関根宏太（大宮）
　敢闘賞　川上　拡（緒川）
○小学４年生の部
①鈴木叶恵（美和）②三次彩華（霞空）③大森樹里（美和）
　敢闘賞　細貝凪沙（霞空）
○小学５年生の部
①小林愛永（大宮）②高津美里（志空）③皆川龍也（大宮）
　敢闘賞　長山美咲（志空）
○小学６年生の部
①上久保亮（緒川）②益子裕哉（美和）③坪井侑希也（緒川）
　敢闘賞　川上佳郎（緒川）
○中学生の部
①鈴木睦子（美和）②小野祐司（緒川）③佐藤竜太（大宮）
　敢闘賞　皆川善孝（大宮）

【組み手】
○幼児の部（共通）
①佐藤慶典（大宮）②武藤瑞祈（緒川）
○小学１年男子の部
①佐藤嘉俊（大宮）②竹内　圭（緒川）③木村隼人（緒川）／飯村裕也（大宮）
○小学１～２年女子の部
①小森聖奈（大宮）②大貫早希（緒川）③野上莉那（大宮）／助川日菜（大宮）
○小学２年男子の部
①皆川侑摩（緒川）②石�晃太（緒川）③小林駿来（緒川）／河野亮太（志空）
○小学３年男子の部
①佐藤憲伸（緒川）②堀江統偉（緒川）③松本　廉（緒川）／関根宏太（大宮）
○小学３～４年女子の部
①中西晶子（大宮）②大森樹里（美和）③池野瑞穂（志空）／木村瑞希（緒川）
○小学４年男子の部
①堀江　翔（緒川）②岡崎一樹（志空）③海老根和寛（霞空）
○小学５年男子の部
①皆川龍也（大宮）②関　涼太（緒川）③関根秀人（大宮）／小森優良（大宮）
○小学５～６年女子の部
①吉野凪沙（緒川）②小林愛永（大宮）③高津美里（志空）／竹内理絵（緒川）
○小学６年男子の部
①大貫吉宏（緒川）②川上佳郎（緒川）③益子裕哉（美和）／上久保亮（緒川）
○中学生男子の部
①佐藤竜太（大宮）②木村佳史（緒川）③佐藤　航（緒川）／小野祐司（緒川）
○中学生女子の部
①関　紅音（緒川）②鈴木睦子（美和）

▲中学生団体の部で優勝した
　山方中学校Ｄチームの皆さん

▲小学生団体の部で優勝した
　大宮尚武館Ａチームの皆さん
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学
校
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
明
治　

年
２０

に
上
大
賀
・
鷹
巣
・
小
祝
・
照
田
の
４
校
が

合
併
し
、
上
大
賀
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、
そ

の
後
、
何
度
か
の
改
称
を
経
て
、
昭
和　

年
３０

に
現
在
の
校
名
の
も
と
に
な
る
大
宮
町
立
大

賀
小
学
校
と
し
て
発
足
し
、
今
年
で
１
２
１

歳
に
な
り
ま
す
。
国
道
１
１
８
号
線
を
北
に

向
か
い
辰
ノ
口
親
水
公
園
入
口
か
ら
左
に
見

る
高
台
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
６
学
級
１
６
３
人
の
児
童
が
、
元
気

に
学
習
や
運
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

昇
降
口
に
は
、
子

ど
も
達
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
三
本
仕
立

て
の
菊
が
そ
れ
は
見

事
に
咲
き
誇
っ
て
い

ま
す
。 

�
�
�
�
�
�
�

　

二
学
期
の
大
き
な
行
事
の
一
つ
に
「
な
か

よ
し
祭
り
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域

の
方
々
や
異
学
年
同
士
で
触
れ
合
い
な
が

ら
、
様
々
な
体
験
活
動
を
行
う
こ
と
を
通
し

て
互
い
に
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
ね
ら

い
に
し
て
い
ま
す
。
地
区
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ

の
方
々
に
ゲ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
な
っ

て
い
た
だ
き
、
竹
馬
や
竹
ト
ン
ボ
、
お
手
玉

を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
輪
投
げ
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
も
体
験
し
ま
し
た
。

階
に
応
じ
た
自
治
活
動
に
向
け
た
意
欲
や
自

覚
を
高
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
生
き
生
き

と
し
た
姿
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
縦
割
り
班
（
異
学
年
児
童
で
編

成
し
た
班
）
活
動
の
場
と
機
会
が
多
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
級
生
が
下
級
生
へ
の

理
解
と
関
心
を
高
め
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
も
ち
、

進
ん
で
行
う
姿
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
下
級
生
は
、
上
級
生
に
親
近
感
を
も

ち
、
指
示
を
き
ち
ん
と
聞
け
る
よ
う
に
な

り
、
共
同
生
活
を
送
る
上
で
守
る
べ
き
ル
ー

ル
を
尊
重
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、
ク

ラ
ブ
の
方
々
の
懇
切
丁
寧
な
教
え
に
よ
っ
て

見
事
な
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
他
に
さ
ら
に
５
つ

の
コ
ー
ナ
ー
（
箸
作
り
・
紙
工
作
・
ぶ
ん
ぶ

ん
ゴ
マ
・
本
と
な
か
よ
し
・
理
科
実
験
）
が

用
意
さ
れ
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
楽
し
く
有
意

義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

月　

日
に
、
常
陸
大
宮
市
教
育
研
究
会

１０

２４

指
定
校
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

研
究
主
題
は
「
一
人
一
人
の
児
童
が
自
信

を
も
っ
て
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
の

在
り
方
―
特
別
活
動
に
お
け
る
自
主
的
、
自

治
的
な
集
団
活
動
を
通
し
て
―
」
で
す
。
話

し
合
い
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
学
級

会
の
進
め
方
カ
ー
ド
や
話
し
合
い
カ
ー
ド
等

の
工
夫
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人
に
発
達
の
段

児童数：163人
(小祝218－2　�52－0518）
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大賀のよい子
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　「文化財防火デー」は､昭和３０年に定められ、今年（平成２０年）で５４回目を迎えます。
　昭和２４年１月２６日早朝、奈良県の法隆寺で解体修理中の金堂が炎上し、５５�を全焼
するとともに、白鳳時代（７世紀末から８世紀初期）に描かれ、世界の至宝とさえ言わ
れた十二面壁画が焼損し、社会的に大きな衝撃を与えました。その後も文化財の火災
が発生したため、「先人たちが残した文化財を火災から守ろう」という世論が高まり、
昭和２５年に文化財保護法が制定され、さらに昭和３０年から毎年１月２６日を文化財防火
デーとし、全国的に文化財防火運動を展開して、文化財を火災から守ってきました。
　常陸大宮市消防本部では、毎年１月に市関係者と市
内の文化財を巡廻し防火指導を行い、文化財の火災予
防を推進しています。

　平成７年１月１７日に発生した阪神・淡路大震災では、
全国各地からボランティアが駆けつけ、その活動の重
要性が社会的に広く認識されました。同年１２月の閣議
において防災ボランティア活動への理解を深めるた
め、全国的に毎年１月１７日を「防災ボランティアの
日」、１５日から２１日を「防災ボランティア週間」とす
ることが定められました。
　災害に備え、地域の防災力を高めていくには、平素
から地域住民、事業所、ボランティア等が連携、協力
した防災訓練を実施しておくことも大切です。
　常陸大宮市では平成２０年度に茨城
県・常陸大宮市総合防災訓練が実施さ
れます。この訓練はボランティア及び
地域の協力がなければなりません。ぜ
ひともこの機会に参加し、防災ボラン
ティア活動や身近な各種震災対策につ
いて考えてみてください。
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会員の皆さんの作品（アクセサリー）です。

石崎　紀子　　桑野　百枝

細貝　文子　　諸澤　信子

諸澤　澄子　　桜井　和子
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　鼻血が出ると後頭部を叩いたり、顔を上に向
けたりする人がいますが、後頭部を叩いても止
血効果はありません。また、顔を上に向けると
血液が喉に流れ込み、呼吸困難や気道閉塞に陥
る危険がありますので、正しい応急手当を覚え
ましょう。

�������

�寝かせないで座った状態にして額を下げて血
液が喉に流れ込まないようにする。

�喉に回った血液は、むせないように口から吐
き出させる。（血液を飲み込むと気分が悪く
なることがあります。）

�親指と人差し指の２本で両側の鼻翼を１５分位
押さえて圧迫止血します。

�指で押さえても止まらない時は、清潔なガー
ゼまたはティッシュを丸めて両側の鼻孔に詰
めて、再び両側の鼻翼を指で押さえる。

�それでも止まらないときは専門医か救急医に
診てもらいましょう。
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�����������������

小林　みつい

皆川　千恵子
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空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
、
火
の
元
に

は
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
木

造
建
築
が
主
流
だ
っ
た
頃
は
ひ
と
た
び
火
災

に
遭
う
と
隣
近
所
に
類
焼
す
る
の
が
避
け
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
火
災
除
け
の
祈
願
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
美
和
地
域
の
小

田
野
宿
集
落
で
は
今
に
そ
の
名
残
り
を
伝
え

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
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国
道
二
九
三
号
線
の
花
立
ト
ン
ネ
ル
を
美

和
に
向
か
っ
て
抜
け
た
あ
た
り
が
小
田
野
宿

集
落
で
す
。
小
田
野
宿
で
は
百
二
十
年
間
火

災
を
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
集
落
の
多
く
の

人
の
口
か
ら
聞
か
れ
ま
す
。
実
に
明
治
後
期

以
来
、
ボ
ヤ
以
上
の
火
災
は
起
き
て
い
な
い

と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
が
集
落
の
誇
り
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
そ
こ
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し

た
の
が
集
落
内
の
夜

警
活
動
で
し
た
。
か

つ
て
は
ど
の
地
域
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
小
田
野
宿
集

落
で
も
「
番
小
屋
」

と
呼
ば
れ
る
小
屋
に

二
、
三
人
が
詰
め
、

毎
晩
三
回
の
見
廻
り

を
欠
か
さ
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
三
十
年

ほ
ど
前
に
番
小
屋
は

廃
止
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
各
家
か
ら
二
人
ず
つ
見
廻
り
を
出
し
て

の
夜
回
り
は
し
ば
ら
く
行
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
で
も
火
災
予
防
へ
の
心
が
け
は

集
落
全
体
の
つ
な
が
り
と
し
て
残
っ
て
い

る
の
で
す
。

�
�
�
��
��
	

　

火
災
除
け
の
願
い
は
、
番
小
屋
が
廃
止

に
な
っ
た
あ
と
も
続
い
て
い
ま
す
。
旧
暦

の
十
二
月
一
日
に
は
「 
火  
伏 
せ
の
神
様
」

ひ 

ぶ

と
呼
ば
れ
る
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
男

根
形
の
木
製
の
棒
を
、「
番
小
屋
」
と
呼
ば

れ
る
小
屋
に
納
め
て
宿
内
の
三
叉
路
に
祀

る
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
田
野
宿

内
の
五
班
が
毎
年
交
代
で
担
当
し
ま
す
。

こ
の
番
小
屋
は
、
前
述
の
夜
警
の
た
め
に

当
番
が
詰
め
た
小
屋
と
は
別
物
で
す
。
同

名
で
す
が
こ
ち
ら
は
火
伏
せ
の
神
様
が
祀

ら
れ
る
約
二
か
月
間
だ
け
設
置
さ
れ
る
も

の
な
の
で
す
。
風
俗
取
締
が
厳
し
か
っ
た

時
代
に
は
、
こ
の
奉
納
物
を
み
た
巡
査
が

 「
風
紀
上
よ
ろ
し
く
な
い
」と
い
う
理
由
で

駐
在
所
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
の
、
上
司
に

た
し
な
め
ら
れ
現
地
に
戻
し
た
、
と
い
う

逸
話
も
残
る
ほ
ど
、
当
時
か
ら
人
目
を
引

く
「
変
わ
っ
た
」
行
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
ま
ず
班
員
が
鎮
守
吉
田
八
幡

神
社
で
御
祈
祷
を
受
け
た
後
、
番
小
屋
前

で
清
め
の
盃
を
酌
み
交
わ
し
ま
す
。
こ
の

と
き
、
受
け
て
き
た
御
札
も
同
所
に
立
て

ま
す
。
火
伏
せ
の
神
様
は
旧
暦

一
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
か
月

間
そ
の
場
所
に
祀
っ
て
お
き
、

そ
の
後
は
す
ぐ
近
く
の
橋
の
下

に
廃
棄
さ
れ
ま
す
。
例
年
、
台

風
な
ど
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
流

さ
れ
ず
に
橋
の
下
に
留
ま
っ
て

い
た
よ
う
で
す
（
右
上
写
真
参

照
）。
こ
れ
ら
は
、
名
人
と
呼
ば
れ
る
人

が
代
々
手
が
け
て
き
た
も
の
で
す
。
燃
え

に
く
い
こ
と
か
ら
火
災
除
け
に
も
通
じ

る
、
と
い
う
意
味
合
い
で
ミ
ズ
の
木
を
多

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
入
手
し
や

す
い
杉
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
火
伏
せ

の
神
様
の
傍
ら
に
は
、
ワ
ラ
で
編
ん
だ
円

座
と 
馬  
簾 
が
共
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。
円
座

ば 
れ
ん

は
俵
の
側
面
を
覆
う
円
形
の
も
の
、
馬
簾

は
ま
と
い
に
付
け
る
細
長
く
切
っ
た
紙

で
、
ど
ち
ら
も
火
を
叩
き
消
す
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

火
伏
せ
の
神
様
が
男
根
の
形
で
表
さ
れ

る
の
は
福
島
県
を
中
心
に
例
が
み
ら
れ
ま

す
。「
オ
カ
マ
サ
マ
」
と
も
い
わ
れ
、
上
棟

式
に
家
の
天
井
裏
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。
火

災
除
け
や
子
孫
繁
栄
の
呪
力
を
持
つ
と
さ

れ
、
女
性
器
を
か
た
ど
っ
た
も
の
を
一
緒

に
奉
納
す
る
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

川
和
祐
知
さ
ん
、
そ
の
さ
ん
、
坂
井
義

一
さ
ん
に
聞
き
取
り
調
査
に
御
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

����������
ひ ぶ

▲橋の下に集積された昨年までの「火伏せの神様」

▲かつての番小屋（消防小屋）跡

▲ワラで作られた円座 （右） と馬簾 （左）
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　だれもが知っている昔話を、ひとり人形芝居で演
じます。あいだに会場の子どもたちとの遊びをいれ、
誰もが楽しめる内容です。ぜひ、ご来場ください。

  ・ 日 時 ２月３日 （日）　午後２時上演
  ・ 場 所 文化センター小ホール（入場無料）
  ・ 内 容 「それゆけ！ももたろう」　
   「おさるのおしり」　
  ・ 定 員 300名
  ・ 主 催 常陸大宮市読み聞かせ連絡会
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14日・28日
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�美和かわせみの会のおはなし会�����������
�ロゼのつどいのおはなし会�����������	

�どんどんちっちのおはなし会����������	
�
�めばえの会のおはなし会�������������	

�はみんぐばあどのおはなし会�����������	
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�子ども放送局
�������	
��
������

������

��������	
��

�������

��

�������

��������������

��������������

������������

��

�������

�

�������

�������������

��������������

��������������

����

��



「全国吟詠剣詩舞道祭」
平成20年11月２日
会場　常陸大宮市文化センター

 「西塩子の回り舞台
 （グリーンふるさと文化フェスティバル）」
平成20年11月８日・９日
会場　大宮公民館塩田分館グランド

国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008

古紙配合率����再生紙を使用しています 
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常陸大宮市の人口（１２月１日現在・推計常住者）

総人口４６，７７２人（男２２，８４１人、女２３，９３１人）
世帯数１６，２７４世帯

　11 月 11 日に、「いばらきの森林づくりボランティア養成講座」（ボランティア活動を行うための技術指導
等）を上小瀬地内の「おがわふれあいの森」において開催しました。
　当日は、ボランテイア講習会、代表者によるメタセコイアの記念植樹、参加者によるコナラ等の植樹や下
刈りなどの森林づくり体験活動、大子林業指導所・常陸大宮市森林組
合による間伐のデモンストレーションを行いました。
　あいにく雨模様ではありましたが、一般参加者のほか、地元緑の少
年団、県立小瀬高等学校を始め、東京都豊島区民など総勢272人が参
加しました。また、ボランティア養成講座終了後、常陸大宮市在住の
宗次郎氏によるオカリナのミニコンサートが行われ、参加者はオカリ
ナのすばらしい演奏に聴き入っていました。
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伝統芸能を後世に伝えようと、「祭ば　伝統芸能を後世に伝えようと、「祭ば
やし」を復活させた上岩瀬祭ばやし保存やし」を復活させた上岩瀬祭ばやし保存
会の皆さん。市の無形文化財として、市会の皆さん。市の無形文化財として、市
をを代表する郷土芸能の１つとなってい代表する郷土芸能の１つとなってい
ます。ます。
「上岩瀬祭ばやし」は、典型的な「江戸　「上岩瀬祭ばやし」は、典型的な「江戸
ばやし」の流れをくみ、軽快な笛のリーばやし」の流れをくみ、軽快な笛のリー
ドのもと、テンポある小太鼓、力強く激ドのもと、テンポある小太鼓、力強く激
しい大太鼓が組み合わさり、そのはやししい大太鼓が組み合わさり、そのはやし
にのせて、しし舞が踊ります。にのせて、しし舞が踊ります。
リズミカルなはやしの響きに、つい踊　リズミカルなはやしの響きに、つい踊

りたくなってしまいました。りたくなってしまいました。

　10月から各地域で行
われていた生涯学習フェ
スティバルが12月２日、
ロゼホールで行われた第
16回常陸大宮市吹奏楽
団定期演奏会をもって幕
を閉じました。

　演奏会は３部に分かれ、第１部と第３部を吹奏楽
団、第２部を大宮近郊中学生合同バンドにより行われ
ました。
　会場は、観客でいっぱいになり、終了時には、"アン
コール"の声もかかるなど、多くの観客の方がすばら
しい音楽に聞き入りました。




